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	· Ｂ４に拡大してご利用ください。　進行（田中副会長）
１．開会のことば（幸田副会長）
２．会長挨拶（浅井会長）
・大変暑い日が続いているが、健康には十分注意を。

・本日は協議事項が多いが、活発な議論を。
３．報告事項
（１）日Ｐ・九Ｐ・県Ｐ・委員会活動報告→口頭報告
（２）委嘱関係→会議等の実績を書面報告
（３）各委員会の活動状況
①総務委員会→第２回７月３日（陳情書、年間計画検討）
②③研修委員会、広報委員会→今期開催なし
④安全調査委員会→第２回７月１５日（年間計画の検討）
⑤家庭教育委員会→第２回７月１５日（年間計画の検討）
（４）「Stop・ザ・非行ふくおか」北九州大会について
　　・参加者申込状況の報告
（県Ｐへの要請数100名→7/30現在の申込数116名）
（５）九Ｐくまもと大会の参加者数について　　　　　　　　  

　・参加者申込状況の報告（要請数1000→申込数1498）
（６）ＰＴＡ学校給食教室について（開催日変更）            

　・筑豊地区は10月13日へ変更（当初は10/29）
（７）全国小中学校PTA広報紙コンクール審査結果について 

　・次の３校が入賞し、日Ｐちば大会で表彰予定
　　〈小学校〉福智町弁城小Ｐ（教育家庭新聞社社長賞）
　　〈中学校〉大牟田市立延命中Ｐ（佳作）

　　　　　　　飯塚市立二瀬中Ｐ（佳作）
（８）日Ｐ　三行詩応募状況について

　・9月3日締め切りに対し応募はまだ１校のみであり、締
切り日の延伸も考慮の上、再勧奨することとなった。
（９）日Ｐ　宣言・決議文について         　　　　　　 　 
　・22年度日Ｐ総会宣言文が読み上げられて紹介された。
４．協議事項　

（１）事務局長の任免  福岡敬介氏（22年7月5日付採用）

（２）家庭教育支援事業“新”家庭教育宣言について

　・推進活動費を受ける単Ｐ数と市町村Ｐ数の見込差によ

り、当初予算410万円に10万円の不足が生じる。不足

分については一般会計事業費から補填する。　[承認]
（３）福岡県PTA連合会指導者研修会について 

①平成22年度 決算
・7月2日指導者研修会の決算報告があり承認された。

予算1,800,000円　決算1,480,131円　　　[承認]
②平成23年度 指導者研修会
　　・22年度研修会は、参加者が480名と非常に少なく問題
が多かったとの指摘があった。
　　・23年度計画について、研修委員会を中心に早めに検討

していくこととなった。
③平成23年度 研修会スローガン

　・今年11月の市町村代表者会議までには県Ｐスローガン
　　を決定する必要がある。
・県教育委員会や日Ｐ・九Ｐの方針等も踏まえながら、
　研修委員会で検討していくこととなった。
（４）第１回【市・町・村】代表者会議について

・7月10日代表者会議で宗像区小Ｐから県Ｐへ、下記の
意見要望が出された。（後日には書面で提出）

・県Ｐから単Ｐへの情報連絡等の徹底について

　　　・ﾌｫｰﾗﾑや研修会の内容・日程等の調整について

・ＨＰの活用促進、内容の見直しについて
・講演会に対する補助金制度の設置について
　　・ブロックに関わる内容もあるが、委員会等で前向きに
　　　検討していくこととなった。

（５）ホームページの充実について

・早急に管理運営委員会を開催し、広報委員会とも連携
　して具体的な検討を行うこととなった。
（６）今後の研修計画の進め方について
・21年度までは、実践報告会や各種の研修会が実施され
　
	てきたが、22年度は7月2日の指導者研修会1本となり

問題が出てきているとの共通認識がなされた。
　・特に“新”家庭教育宣言については実践報告会は不可欠

であり、役員会でもやるべきとの意見が出ている。
・実施するとした場合の時期、会場、予算等様々な意見が
出されたが、今後、家庭教育委員会が研修委員会とも連
携しながら、検討していくこととなった。
（７）県への陳情書（案）について  

　　・今年度の陳情書が提案され、以下の特徴等について説明

があり、承認された。8月18日提出予定　　　　[承認]
　　　　・新規→ＳＳＷ(ｽｸｰﾙ･ｿｰｼｬﾙ･ﾜｰｶｰ)の設置促進

　　　　・要望順位→単Ｐへのｱﾝｹｰﾄ調査をもとに順位を決定

（８）市町村むけ陳情書（案）について
　　・県陳情書の表現の一部を変更した市町村用陳情書が提案

され承認された。市町村には8月下旬発送予定。[承認]

（９）区・市・郡母親代表者研修会について

　・開催要項が提案され、承認された。　　　　　　[承認]

・日時　9月4日（土）13時～15時
　　　・会場　県中小企業振興センター（博多区吉塚本町）
　　　・講師　西日本新聞社出版部次長　安武信吾氏
（10）ＰＴＡ保険について

①ＰＴＡ活動災害保障制度
・22年度収支が報告され承認された。　　　　　　[承認]

・22年度は未納校が2校あることが報告され、両校には引

き続き勧誘を働きかけ、未加入０を目指す。

②教職員争訟費用補償保険
・PTA会員でもある学校教職員向けの争訟費用補償保険に

ついて、実際にニーズがあるのかどうかアンケート調査
を実施したいとの提案があり、理事会メンバーが所属す

る学校において実施することとなった。　　　　[承認]
（11）積立基金の有効活用について（検討会議の発足）

　・基金残高が現在4,800万円以上もあり、更に毎年150万
円づつ積立てられており、有効活用すべきではないかと
の問題提起があった。

　・今後、会務担当において有識者（元会長等）の情報も参

考にしながら有効活用策を検討することとなった。
（12）県Ｐ連規程について

　　①役員選考委員会規程
　　・昨年度選考過程の反省から、規程の一部に見直しが必要
との意見があり、総務委員会で検討することとなった。
　　②旅費規程

　　・九Ｐ関連旅費の見直しが必要となっており、総務委員会
で検討した上で、次期総会に諮ることとなった。
（13）教育力向上福岡県民フォーラムの参加体制について

・県への要請数は170（北筑後除く→教育事務所で対応）

　・県Ｐの動員計画が次のとおり承認された。　　　[承認]

　　　・南筑後→単Ｐ1名

　　　・4地区(福岡･北九州･筑豊･京築)→計30名自由参加

　　　・受付締め切り11月8日、４地区は先着順に受付

（14）九Ｐ被表彰者について 

　・坂井前会長の表彰辞退が承認された。　　　　　[承認]
（15）顧問の選考について

　　・顧問の２名体制について提案があったが、現時点では必

ずしも必要性が大きいとは認められないとして否決され
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[否決]
（16）共催後援依頼　共催１件と後援３件を事後承認　[承認]
（17）その他　青少年に有害な図書類が書面報告された。  　　 
５．講　　評

　　・議題が盛り沢山でかけ足の会議となったが大変疲れ様

・研修会をどうするか、早急に方向性を出すこと

　　・代表者会議で提出の意見書はしっかりと受け止めること

・Ｐ災は負担金であることを認識させて加入促進すること

６．次　　回    ※後日決定（10月第1週の終り頃を予定）

７．開会のことば（西村副会長）



